
滋賀県立彦根工業高等学校

■必修 □選択

□定期考査 □小テスト □ノート □振り返りシート ■作品
□パフォーマンス課題（プレゼンテーション・小論文・レポート・

ディベート・自主学習ノート）
■その他 （ ）

□定期考査 ａｂc
□小テスト ａｂc
□ノート ａｂc
■振り返りｼｰﾄ ａｂc
■作品 ａｂ　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂc
□その他 　　　
（ ）
□定期考査 ａb c
□小テスト ａb c
□ノート ａb c
■振り返りｼｰﾄ ａb c
■作品 ａb 　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

□定期考査 ａb c
□小テスト ａb c
□ノート ａb c
■振り返りｼｰﾄ ａb c
■作品 ａb 　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

担当者からのメッセージ（学習方法など）

各クラスを３班に分けて各実習パートを８週でローテーションする。

3

1

2

3

2

12

9

10
１コンピュータ実習
２メカトロニクス実
習
３溶接実習

１（コンピュータ実習）
・コンピュータの操作ソフトウェアの操作
（Excel、PowerPointなどのofficeソフト群の取り扱
い）　　　　　　　　　　　・CADの基礎

２（メカトロニクス実習）
・基礎的な電気の知識の習得
・有接点シーケンス制御の基礎
・無接点シーケンス制御の基礎
・プログラミング学習

３（溶接実習）
・ガス溶接を行う上での基礎知識の学習
・基礎的な溶接技能習得に向けた講習
・ガス溶接を用いた作品製作

11

6
7

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

5

思考・判断・
表現

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点
（１～10の10段階）にまとめます。

4

ｂ

学期 月 学習項目・単元 学習内容・ねらい
評価方法

項目 ａ･ｂ･ｃ

1

評価

評
価
法

使用教室 機械科実習棟
使用教科書
副教材　等

機械実習１・２（実教出版）

評
価
観
点
の
趣
旨

ａ 知識・技術
機械全般における基礎的・基本的な知識を身につけ、計画・適切な加工や
成果を活用できる力を養い、先端的な技術に対応できているか。

機械全般における基礎的知識を身につけ、その応用を思考できる力を身に
つけ、合理的に計画・判断し、適切な加工および成果を的確に表現できる
か。

ｃ
主体的に学習
に取り組む

態度

実践的技術として必要な知識と技術及び態度を一体として、主体的に取り
組む態度を身につけたか。

整理番号 24Ｍ-201

機械実習
学年 2 年 単位数 3教科名 工業（機械） 科 科目名

学習の
目標

工業の各専門分野に関する基礎的な技術を実際の作業を通じて総合的に習得させ、技術革新に
主体的に対応できる能力と態度を育てる。



滋賀県立彦根工業高等学校

□必修 ■選択

□定期考査 □小テスト □ノート □振り返りシート ■作品
□パフォーマンス課題（プレゼンテーション・小論文・レポート・

ディベート・自主学習ノート）
■その他 （ ）

□定期考査 ａｂc
□小テスト ａｂc
□ノート ａｂc
■振り返りｼｰﾄ ａｂc
■作品 ａｂ　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂc
□その他 　　　
（ ）
□定期考査 ａb c
□小テスト ａb c
□ノート ａb c
■振り返りｼｰﾄ ａb c
■作品 ａb 　

切削練習 ■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

□定期考査 ａb c
□小テスト ａb c
□ノート ａb c
■振り返りｼｰﾄ ａb c
■作品 ａb 　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c

３次元ＣＡＤ図面の製作 □その他 　　　
（ ）

担当者からのメッセージ（学習方法など）

先端的な技術を身につけ、繰り返し練習を重ねて技能検定試験（実技・学科）に合格しよう。

ＣＡＭ実習

3

1

2

2

ＭＣ・ＮＣ・CAD実習

技能検定３級機械加
工（普通旋盤作業）

技能検定３級機械加工（普通旋盤作業）検定試験
(実技・学科)に向けた取組

２次元ＣＡＤ図面の製作

12

外部講師による技能検定３級機械加工（普通旋盤）の
取得に向けた取り組みと社会人としてのマナーや安全
教育

汎用旋盤の操作方法や保全方法
技能検定３級機械加
工（普通旋盤作業）

9

3

5 寸法測定

6 三針法によるねじプラグゲージの有効径測定

10

11

7 外側マイクロメータの器差測定

学科試験の取組

評
価
法

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点
（１～10の10段階）にまとめます。

学期 月 学習項目・単元 学習内容・ねらい
評価方法

項目 ａ･ｂ･ｃ

思考・判断・
表現

使用教室 機械科実習棟

整理番号 24Ｍ-202

ブラッシュアップ機械実習
学年 2 年 単位数 2

使用教科書
副教材　等

工業技術基礎（実教出版）

教科名 工業（機械） 科 科目名

学習の
目標

外部講師からの指導の下に高度技能の習得や高度資格への挑戦から将来の産業界に主体的に関
わる資質を育成し、技術者としての知識や社会に出る上で必要なマナーなどの向上を目指す。

評
価
観
点
の
趣
旨

技能検定３級機械加工（機械検査）の取得に向けた取
り組み

技能検定３級機械加
工（機械検査）

ａ 知識・技術
機械加工に関する基礎的・基本的な知識を身につけ、先端的な技術に対応
ができ、計画・適切な加工及び成果を活用できる力が養えたか。

機械全般における基礎的知識を身につけ、その応用を思考できる力を身に
つけ、合理的に計画し、適切な加工および成果を的確に表現できるか。

ｃ
主体的に学習
に取り組む

態度

技術の習得・向上を目指して意欲的に取り組む実践的な態度を身につけ、
外部講師との関わりを通じて社会人として礼節を身につけようと努めた
か。

ｂ

4

1

評価



滋賀県立彦根工業高等学校

■必修 □選択

■定期考査 ■小テスト ■ノート □振り返りシート ■作品
■パフォーマンス課題（プレゼンテーション・小論文・レポート・

ディベート・自主学習ノート）
□その他 （ ）

□定期考査 ａｂc
■小テスト ａｂ　
■ノート ａｂc
□振り返りｼｰﾄ 　　　
■作品 ａｂc
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂc
□その他 　　　
（ ）
□定期考査 　　　
■小テスト ａb c
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　　　
■作品 ａb c
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

□定期考査 ａb 　
■小テスト 　　　
■ノート ａb c
■振り返りｼｰﾄ ａ　c
■作品 ａb c
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

ａ･ｂ･ｃ

担当者からのメッセージ（学習方法など）

図面は誰が見ても理解できるものでなくてはなりません。そのために基礎基本が大切です。しっかり身につ
けるよう努力してください。

2

3

3

1

４歯車
５プーリ・
　スプロケット
６ばね

７溶接継手

８管・管継手・
バルブ

・各種機械要素の製図を通して、JISとの関連を
深める。
・「機械設計」との関連を重視する。
・製図の基礎の徹底学習を行い、基礎製図検定の
学習問題、模擬問題を反復練習し合格を目指す。
歯車は、歯車減速機を取り上げ、歯車装置として
の理解をはかる。
・組立図から部品図をかいたり、部品図から組立
図をかくなどして製図の基礎的能力を培う。

第４章機械要素の
製図
１ねじ
２軸と軸継手
３軸受

基礎製図検定に関
わる学習

評
価
観
点
の
趣
旨

ａ

ｂ

ｃ

知識・技術

思考・判断・
表現

2

項目

11

10

12

7

6

・各種機械要素の製図を通して、JISとの関連
を深める。
・「機械設計」との関連を重視する。

・製図の基礎の徹底学習を行い、基礎製図検定
の学習問題、模擬問題を反復練習し合格を目指
す。

機械製図検定に関
わる学習

・機械部品の製図を限られた時間内にかきあげ
る実技技能と機械製図に関する総合的な知識や
理解度を深め、学習問題、模擬問題を反復練習
し合格を目指す。

24Ｍ－203

教科名

製図に関する日本工業規格及び各専門分野の製図について基礎的な知識と技術を習得させ、製
作図、設計図などを正しく読み、図面を構想し作成する能力と態度を育てる。

評
価
法

評価方法
学習内容・ねらい

4

5

月 学習項目・単元

1

整理番号

年科目名 ２
機械製図

工業（機械） 科 学年 ２ 単位数

使用教室
製図室

ＨＲ教室

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点
（１～10の10段階）にまとめます。

9

学習の
目標

使用教科書
副教材　等

機械製図（実教出版）

主体的に学習
に取り組む

態度

機械製図に関する基礎的・基本的な知識を身につけ、設計図・工作図を迅
速・正確に作成する技術について理解でき、計画・設計などを適切に処理す
る力が養えたか。

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

評価

学期

機械製図に関する問題等の解決を目指して自ら思考を深め、基礎的な知識を
活用して創意工夫をする能力が身についたか。また、的確に表現できるか。

機械製図に興味関心をもち、製作図面の改善や向上を目指して意欲的に取り
組む実践的な態度を身に付けている。



滋賀県立彦根工業高等学校

□必修 ■選択

■定期考査 □小テスト ■ノート ■振り返りシート □作品
■パフォーマンス課題（プレゼンテーション・小論文・レポート・

ディベート・自主学習ノート）
□その他 （ ）

■定期考査 ａｂc
■小テスト ａｂc
■ノート ａｂc
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂc
□その他 　　　
（ ）
■定期考査 ａb c
■小テスト ａb c
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

■定期考査 ａb c
■小テスト ａb c
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

学習の
目標

使用教科書
副教材　等

機械工作１．２（実教出版）

主体的に学習
に取り組む

態度

5.アーク切断とその特徴

1.鋳造と鋳物　　　　　　　2.砂型鋳造法　　

1.溶解方法　

2.鋳造の品質

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点
（１～10の10段階）にまとめます。

2節　金属の溶解方法と

鋳物に品質

第4章　溶接
1節　溶接と接合

7

5節　非金属材料

1.各種の接合法　　　　　　2.溶接法の分類

3.ガス溶接棒とフラックス　4.ガス切断とその特徴

5節　いろいろな溶接法

科目名 2

1節　鋳造法と鋳型

1.機能性材料　　　　　　　2.複合材料

機械工作(選択C）
工業（機械） 科

5

学年

6節　各種の材料

5.ニッケルとその合金　　　6.亜鉛・鉛・すずとその合金

1.プラスチック　　2.セラミックス　　3.ガラス

2

使用教室

2 4節　抵抗溶接 1.抵抗溶接とその概要　2.重ね抵抗溶接　3.突合せ抵抗溶接

項目

24Ｍ-204

教科名

機械工作について機械材料の加工性や工作法を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身
に着けるようにする。

評
価
法

評価方法
学習内容・ねらい

4

月 学習項目・単元

第2章　機械材料

4節　非鉄金属材料
1

5.炭素鋼の種類と用途・加工性

6.合金鋼・特殊鋼　　　7．鋳鉄　　　8．鋳鋼

1.アルミニウムとその合金　2.マグネシウムとその合金

3.チタンとその合金　　　　4.銅とその合金

整理番号

年 単位数

ＨＲ教室

10

9

機械工作全般について基礎的知識を理解しているとともに、機械実習におけ
る技術が身につけようとしている。

11

1

6

3節　アーク溶接とアーク切断 1.アーク溶接とその特徴　　2.アーク溶接の種類

3節　鉄鋼材料

3.金型を使った鋳造法　　　4.各種の鋳造法

第3章　鋳造

評価

学期

機械工作に関する課題を発見し、専門的知識を系統的に身につけ、その応用
とともに創意工夫し、解決する力を身につけようとしている。

機械工作に関する広い視野をもつことを目指して自ら学び，工業の発展に主
体的かつ協働的に取り組む態度を身につけようとしている。

評
価
観
点
の
趣
旨

ａ

ｂ

ｃ

知識・技術

思考・判断・
表現

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

ａ･ｂ･ｃ

2.接着剤による接合

様々な材料や特性を知る。実習で行った加工法の復習や学校ではできない加工法を知る。毎日の復習を取り
組みましょう。

2

3

2節　ガス溶接とガス切断 1.ガスの溶接とその特徴　　2.ガスとガス溶接装置

1.エレクトロプラズマ溶接　　2.プラズマアーク溶接

3.圧接　　　4.摩擦かくはん溶接　　　5.ろう接

6節　溶接以外の接合法 1.機械的な接合

12

3

3.アーク溶接棒　　　　　　4.各種のアーク溶接



滋賀県立彦根工業高等学校

■必修 □選択

■定期考査 ■小テスト ■ノート ■振り返りシート □作品
■パフォーマンス課題（プレゼンテーション・小論文・レポート・

ディベート・自主学習ノート）
□その他 （ ）

1.荷重 ■定期考査 ａｂc
1.外力と材料 ■小テスト ａ　　
2.応力とひずみ ■ノート ａｂc
3.縦弾性係数 □振り返りｼｰﾄ 　　　
1.せん断荷重

■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂc
□その他 　　　
（ ）
■定期考査 ａb c
■小テスト ａ　　
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

■定期考査 ａb c
■小テスト a 　　

2.ねじりの応力と極断面係数 ■ノート ａb c
1.座屈 □振り返りｼｰﾄ 　　　
2.柱の強さ □作品

■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

2.材料の機械的性質と主な使い方

担当者からのメッセージ（学習方法など）

応力やそれに伴う破壊について学習します。機械、器具などを創造的、合理的に設計する能力を身につけてくだ
さい。

2

3

4.曲げ応力と断面係数

3

21

2

　　　　　　　影響

7節　ねじり

評価

学期

8節　座屈

項目 ａ･ｂ･ｃ

01

9

11

1

4節　温度変化による

6

月 学習項目・単元

第3章　材料の強さ
1節　材料に加わる

2節　引張・圧縮荷重

整理番号

年

機械設計１（実教出版）

主体的に学習
に取り組む

態度

単位数

ＨＲ教室

学習の
目標

　　　　　　荷重

3.せん断ひずみ

機械設計に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技
術の進展に対応し解決する力を身に付けている。

安全で安心な機械を設計する力の向上を目指して自ら学び，情報技術や環境
技術を活用した製造に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

24Ｍ-205

教科名

機械設計に関する知識的な知識と技術を習得させ、機械、器具などを創造的、合理的に設計す
る能力と態度を育てる。

評
価
法

5

評価方法
学習内容・ねらい

4

機械設計について機械に働く力，材料及び機械装置の要素を踏まえて理解す
るとともに，関連する技術を身に付けている。

科目名 2

第3章　材料の強さ
4.横弾性係数

機械設計
工業（機械） 科 学年

2.せん断応力

2

使用教室
使用教科書
副教材　等

1

評
価
観
点
の
趣
旨

ａ

3.せん断力図と曲げモーメント図

1.破壊の原因

第3章　材料の強さ
1.軸のねじり

1.熱応力　　2.線膨張係数

2.せん断力と曲げモーメント

3.許容応力と安全率

1.はりの種類と荷重

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点
（１～10の10段階）にまとめます。

5節　材料の破壊

6節　はりの曲げ

7

3節　せん断荷重

ｂ

ｃ

知識・技術

思考・判断・
表現

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。



滋賀県立彦根工業高等学校

□必修 ■選択

■定期考査 ■小テスト ■ノート ■振り返りシート □作品
■パフォーマンス課題（プレゼンテーション・小論文・レポート・

ディベート・自主学習ノート）
□その他 （ ）

■定期考査 ａｂc
■小テスト ａｂc
■ノート ａｂc
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂc
□その他 　　　
（ ）
■定期考査 ａb c
■小テスト ａb c
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

■定期考査 ａb c
■小テスト ａb c
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

担当者からのメッセージ（学習方法など）

直流や交流等の電気の基本的な特性を知る。機械科でも電気の知識を身に付けましょう。

3.コンデンサの接続

4.いろいろなコンデンサ

1.電気分解　2.ファラデーの法則

   電流の化学作用と電池 3.電池　4.電池の高性能化

3

1 第２章　磁気と静電気 1.磁石と磁気

１節　電流と磁気 2.磁気誘導と磁束密度

3.電流による磁気

2 ２節　磁気作用の応用 1.電磁力と直流電動機

2.磁気誘導と直流発電機

3 ３節　静電気 1.帯電と電荷　　2.静電容量

2

7 ２節　オームの法則 1.電圧降下 

2.電池の接続法と内部抵抗

9 1.キルヒホッフの第１法則

2.キルヒホッフの第２法則

10 ３節  抵抗の性質 1.抵抗率　2.温度による抵抗のh変化

４節　抵抗溶接 1.ジュール熱　2.電力と電力量

11      電流の熱作用と電力 3.許容電流とヒューズ　4.熱電気現象

12 ５節

6 2.電気回路 1.簡単な電気回路

2.電位・電圧・起電力

第１章　直流回路 1.直流と交流

１節　電気回路 2.自由電子

5 1.直流と交流 3.電流の向きと大きさ

月 学習項目・単元 学習内容・ねらい
評価方法

生産技術を 1.工業技術の発達　2.工業と社会のかかわり

学ぶにあたって 3.国際化への対応　4.ものづくりの技術論理

学習の
目標

生産技術に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。

使用教科書
副教材　等

整理番号 24Ｍ-206

生産技術（選択B）
学年 2 年 単位数 2

使用教室 ＨＲ教室生産技術（実教出版）

教科名 工業（機械） 科 科目名

項目 ａ･ｂ･ｃ
4

ｂ
思考・判断・

表現

1

評価

評
価
法

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

評
価
観
点
の
趣
旨

ａ 知識・技術
生産技術に関する基礎的・基本的な知識を身に付け、計画・適切な処理お
よび成果を活用する力が養えたか。

生産技術に関する諸問題の解決を目指して自ら思考を深め、基礎的な知識
を活用して創意工夫し、的確に表現できるか。

ｃ
主体的に学習
に取り組む

態度

生産技術について関心を持ち、その技術の習得・向上を目指して意欲的に
取り組む実践的な態度が身に付いたか。

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点
（１～10の10段階）にまとめます。

学期



滋賀県立彦根工業高等学校

□必修 ■選択

■定期考査 □小テスト ■ノート ■振り返りシート □作品
■パフォーマンス課題（プレゼンテーション・小論文・レポート・

ディベート・自主学習ノート）
□その他 （ ）

■定期考査 ａｂc
■小テスト ａｂc
■ノート ａｂc
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂc
□その他 　　　
（ ）
■定期考査 ａb c
■小テスト ａb c
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

■定期考査 ａb c
■小テスト ａb c
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）その他の原動機 27．電気自動車/ハイブリッドなど

担当者からのメッセージ（学習方法など）

自動車が現代社会と調和していくために各諸問題を解決していかなければならない。自動車の基本的な事柄
を知り、これらの自動車を取りまく問題などについて学ぶ。

2

3

自動車の操作のしくみ17.18かじ取り装置/振動の吸収

24.クランク軸とクランクケース

25.シリンダ配列

3 ディーゼルエンジン 26.エンジン本汰

12

評価

学期

自動車に関する諸問題の解決を目指して自ら思考を深め、基礎的な知識を活
かして創意工夫をする能力や表現する力を身についたかどうか。

自動車に関する広い視野をもつことを目指して自ら学び，工業の発展に主体
的かつ協働的に取り組む態度を身につけようとしている。

評
価
観
点
の
趣
旨

ａ

ｂ

ｃ

知識・技術

思考・判断・
表現

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

2 23｡ピストンとコンロッド

項目 ａ･ｂ･ｃ

10

自動車工学に関する基礎的・基本的な知識を身につけ、機械や機構について
工学的に考えたり、様々な事象に対する計画や適切な処理および成果を活用
しようとしている。

11

1

自動車の力学7

自動車と環境

ガソリンエンジン 20.ガソリンエンジン

自動車あらまし

10.クラッチ

24Ｍ-207

教科名

自動車工学の産業、自動車と社会のかかわり、また、環境問題を考える。自動車の概要や構造
など自動車に関する知識およびしくみを学ぶ。

評
価
法

評価方法
学習内容・ねらい

4

5

月 学習項目・単元

自動車あらまし

自動車の発達

自動車と安全
1

1.自動車の種類

2.自動車の構造

3.駆動方式/自動車諸元

4.自動車の安全装置・環境

5．自動車の省エネルギー対策

整理番号

年 単位数

16．差動装置の原理

19.ブレーキ装置

科目名 2

動力の伝達

（4サイクルエンジン・2サイクルエンジン）

自動車工学(選択Ａ）
工業（機械） 科

6

学年

（運動とエネルギー）

6．熱エネルギーの発生と交換

7.8エンジンの働き

2

使用教室 ＨＲ教室

21.ガソリンエンジン本体

22.ガソリンエンジン内部構造

9.動力伝達のしくみ

14.15プロペラシャフト/終減速装置

11.変速装置

12.変速比とトルクの変換

13.変速比とトルクの計算

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点
（１～10の10段階）にまとめます。

9

動力の発生

学習の
目標

使用教科書
副教材　等

自動車工学１（実教出版）

主体的に学習
に取り組む

態度
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